
裏面もご覧ください

ヘん
】

Ｃ
晋るれ宝

Ｃ
掛
剛
服Ｆ
，Ｌ
Ｈ
抑
綸
阿

最近、日本人を含む外国人を標的としたテロ、誘拐その他の重大犯罪が多
発しています。
ついては、今後、観光や研修等で海外に渡航される際は、下記を踏まえる等して
十分注意して安全を確保するよう、お願いします。

0外務省の1海外安全情報を事前にチェックする:

0家 族口矢l人に旅行日狸・連絡先を残し、二重め
に電話する。

0日 本大使館口総領事館などの現地の緊急連

絡先を確認しておく0

に入っておく0

詳しいお問い合わせは・・・

■海外安全ホームページ

■海外安全情報FAXサービス

■海外安全相談センター

www,anzen.mofa.gojp

0570-023-300

03-5501-8162

〔 携帯版: www.anZenimofa,gojp/i/

〔  日本国外から: 0422-42-4601

〔 月―金(祝日を除く)09:00～17:00
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◇ 事件に巻き込まれないための基本予防策
テ回、誘拐事件の発生を予測することは難しく、防ぎようがないと思われるかもしれません。し

かし、事件の発生場所、時間帯などには「傾向」があります。それを知るだけでも、事件に巻き

込まれる可能性を下げることができます。

■危険な国B場所コ時間帯を避ける。

■用心を怠らない。目立たない。

■周囲の不審者・不審物に注意を払う。

■万―に備え、自分の旅行日程B連絡先を家族日知人に残す古

$「 海外安全ホームベージ」活用のポイント
外務省の「海外安全ホームページ」には、テロ・誘拐事件の傾向、危険地域、テロや誘拐対

策パンフレットなど、旅行ガイドブックにはない重要な最新情報が掲載されています。

国別に設けてある「渡航情報」の中で、特に注意が必要な国,地域については、「危険情
幸堕(下記)、「スポット情報」、「広域情報」等を出しています。
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■「危険情報」のポイント
危険な国・地域に行かないことが、被害に遭わないための一番の予防策です。
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絶対に渡航しないでください。

テロ中誘拐事件の脅成が特に高く、渡航は慎重に判断してください。
やむを得ず渡航する場合は、十分な安全対策が必要です。

十分注意してください
テロ・誘拐事件の潜在的脅成力ぐ存在します。
注意事項を守って、テ回の被害に遭う危険性を下げましょう。

※ 「危険情報Jが出ていない場所でもテロ・誘拐事件が発生していますので、一般的な注意事項を確認しましょう。
※ 「危険情報Jは、海外に渡航される際に自分自身で安全を確保していただくための参考情報です。法的な強制力をもつて、渡
航を禁止したり退避を命令したりするものではありません。

それでも、もし海外でトラブルに遭ってしまった場合は、最寄りの日本大使館・総領事館にご相談ください。


